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精細胞とともに精上皮を構成するおrtoli 細胞や，精細管壁を構成する peritubular rnyoid 細胞， 間質










今回用いたレクチンは peanut agglutinin ( P N A )で，細胞表面膜の糖タンパクのうち，末端ガラク





巣からの遊離細胞を， PNA レセプターをもっウサギ赤血球の存在下で， PNA と反応させた。 PNA
レセプタ一陽性 (PNA十)細胞は，赤血球との PNAを介した混合凝集によって高比重の凝集塊となり，
レセプター陰性 (PNA- )細胞から分離された。乙の PNA+ 細胞をガラクトースと反応させ赤血球を
取り除いた。こうして得られた PNA+ 細胞が精細胞である乙とを確認するため二重染色法を施した。
精細胞を酵素抗体法により，また Leydig 細胞を 3β- hydroxy -steroid dehydrogenase 活性を利用
して酵素化学的に染色し，以下の結果を得た:精細胞 99.5 土 0.1 箔， Leydig 細胞 0.3 土 0.1 %，その他
の体細胞 0.2 土 0.0 筋。
このように精細胞のみを高純度に集める乙とが可能になったため，精細胞における plasminogen
activator ( P A )産生能を調べた。その結果， PA はこれまで精巣においては Sertoli 細胞のみが産生
するとされていたが，精細胞でも産生され， Sertoli 細胞とは inducer ，ζ対する反応性が異なることが
わかった。
(総括)




実際に，乙の分離法を用いて， Sertoli 細胞のみならず， 精細胞にも PA産生能がある乙とが示された。
論文の審査結果の要旨
本研究では，マウス精巣において植物凝集素の一つである PNA のレセプターが精細胞に存在し，体
細胞には存在しないことを明らかにした。また，乙の知見に基づき， PNA を用いて乙れら 2 つの細胞
集団の分離に成功した。その結果，ほとんどすべて精細胞からなる細胞集団を容易に得ることが可能と
なった。さらに，この技術を用いると精巣機能の理解に役立つことが可能で発展性にも富んでいる。し
たがって本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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